

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































GCFジヤパン rGEバリュー」 解読・組み換え・培養・J ・人事考課における「GEバリュー実践度」ﾌ測定およひ響価Er360度サいベイ」
E「100日プラン」による統合先の企業文化
ﾌ解析
出所：『日経情報ストラテジー』日経BP社，2003年1月号，　pp．28－44より筆者作成
（4）企業遺伝子経営への転換施策
　企業遺伝子の存在と機能，および企業という培地（場）における遺伝子学的過程に関する考
察を以上にみたが，つぎに企業遺伝子の機能と重要性に基づく企業遺伝子経営を企業がいかに
指向し，自らの転換を果たしていくかということについて検討する。
　図表6にも見られるように，わが国の企業における最近での事例として，自社の遺伝子を解
析し，自ら（自社）を培地として，いかに定着させ，継承させていくという点に力点を置く企
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業が出現してきている。ここで企業遺伝子経営の先行事例の一つとしてのNordstromについ
て言及する。
　Nordstromとは，米国ワシントン州シアトル市に拠点を置く代表的な百貨店であり，営業
網は全米に及んでいる。スウェーデンからの移民であるNordstrom一族が，アラスカでの金
鉱脈発見を商機ととらえ，長男のJohn　W．　Nordstromが鉱山労働者向けの皮靴の製造販売を
シアトルで仕掛けた1901年が創業の老舗百貨店である。同社の経営上の特徴は，類まれな理
念的経営にあり，その基盤は創業以来脈々と継承される同族経営と企業遺伝子経営にあり，「徹
底した顧客第一主義」や自らを“Nordy（Nordstromの子供たち）”と称し，極めて高い勤労
意欲と会社に対する忠誠心を有する従業員はその具現ととらえられる。特に同社における経営
政策の9割は一族による毎日の朝食の席上において提案され，このことが一族による経営理念
の安定的継承と同社の文化の継承を可能としている。また一族による集中管理とは別に，同社
では積極的に人的資源管理を実施しており，全米から多数の応募を見る同社への就職希望者へ
の徹底した個別面談を介した同社への適応性の見極めを行う一方で，同社従業員にあっても同
社への適性を欠く者に対する退職推奨と転職斡旋を実施している（36）。
　Nordstromにおけるこれら一連の経営施策は，単に高度のマーケティング志向性や緊密な
人的資源管理を示すのではなく，むしろ同社の遺伝子経営の尊重と，企業遺伝子の継承と培養
に重点をおいたものであり，きわめて稀な経営事例とみなすことができる。同社特有の経営と，
その成果に対する評価ゆえに，業種の枠を超えた関心が寄せられ，それはNORDSTROMIZE
（優iれた顧客サービスで好業績を挙げている　Nordstromに学び，　Nordstromがやっているこ
とは何でも実践するという動き）とよばれる動きとなって表れているが，果たして同社の遺伝
子経営までに思慮を巡らせる企業がいかほど存在しているかは疑わしいと考えられる。
　企業文化や経営理念に経営上の特長を求める考察がはかられるようになって久しく，同時に
組織における学習機能や，組織による知識創造機能に関する考察も少なくないなかで，すぐれ
た経営のあり方をめぐる所見は多い。しかし，企業遺伝子経営への転換施策という観点からと
らえた場合，これらの所見はいずれも企業文化や経営理念　さらには経営戦略論としての知識
創造理論に留まるものであり，その深淵に存在すると呼ぶべきか，その起点とみなすべきかの
違いはあるものの，個々の企業に存在する企業遺伝子への接近を図るべきものであると思われ
る。
　企業遺伝子の解読培養組み換え，継承を通した優性遺伝子の抽出と，利己的遺伝子の排
除　さらには人的資源に期待される労働力としての要素だけではなく，企業と個人との遺伝子
学的適性の考慮，企業内部に発生する組織とその上位に存在する企業本体との遺伝子の適応調
整，M＆Aなどを介した外部企業との結合時における双方の遺伝子の適性分析などの重要性
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は，企業遺伝子経営への具体的な転換施策として今後重視されるべきものと考えられる。また，
本稿の基本課題に存在する企業による革新への挑戦と，そのための革新性の保持という視点か
らは，企業遺伝子を形成する諸因子のなかでも，特に革新因子の解読，培養，組み換え，継承
を確実に実行していくことが不可欠とされる。既述のように，革新の遂行におけるジレンマの
存在とその克服への対策は，経営戦略の工夫だけでは対処し得るものではなく，トップマネジ
メントをはじめ，組織構成員に連繋する遺伝子が革新をどれだけ指向しているかという点に深
く関係しており，いわばそれぞれの遺伝子因子としての革新因子とそこに関与する環境要件い
かんによるものといえる。
4．結語
　20世紀初頭のSchumpeterと，同世紀後半のDruckerによる革新概念をあらためて紐解く
までもなく，企業がその経営において革新を志向することの重要性はもはや言うまでもない。
　Schumpeterの革新に関する具体的内容において示唆された製品革新や生産工程革新などを
めぐる多くの革新努力がすでに企業によって払われ，日々年々，その具現化による，企業なら
びに経済の発展を掌中にしてきたことも事実である。しかしその一方で，企業成長の停滞や破
綻さらには企業自らによる不祥事への陥落などの負の経営の連鎖という現実も存在している。
こうした多様な期待と課題に企業が対峙するなかで，その解決の切り口となるのがやはり革新
であるというべきかと考える。もちろん，これらすべての問題や課題が革新のみによって解決
されるわけではないが，超飛躍（quantum　leap）をその特長とする革新が持つ機能と可能性
は大きい。
　ルクルートワークス研究所が定義づける企業DNAとは・「組織文化の進化を継続的に起こす
こと」（37＞であり，「その時々の構城員による“解釈”を求めることがDNA経営の本質」であ
るとともに，「（解釈における）構成員によるわずかながらの誇張や揺れ（＝DNAのコピーミ
ス）が必ず存在し，それが遺伝情報の多様性を生み，イノベーション（革新）の種として次世
代に伝えられる」としている｛38）。このことは，企業遺伝子経営における遺伝子の解読培養，
組み換え，継承の重要性と困難性を同時に示すものであるとともに，企業経営の視点からとら
えた個人，組織，準企業の各遺伝子形成因子の一つである革新因子の重要性を示唆している。
　いまあらためてこの点についての言及を行うならば，企業が有機体としての自らの存続機能
を活かしていくためには，単なる遺伝子の解読と継承ではなく，その都度における発展的な解
釈や前進的な継承を試みることが重要である。すなわち，単に前代からの遺伝子を継承するこ
とで，結果としての旧態依然の経営を実行するのではなく遺伝子の優性化を試みることによっ
器官としての企業における革新性遺伝に関する考察一 187
て，結果としての経営革新を志向すべきものと思われる。このためには遺伝子の優性化を可能
とする（前述の“（解釈における）構城員によるわずかながらの誇張や揺れ（＝DNAのコピー
ミス）が必ず存在し，それが遺伝情報の多様性を生み，イノベーション（革新）の種として次
世代に伝えられる”ことを可能とする）遺伝子環境の整備が必要とされてくる。かつてはち密
に策定された経営戦略と，その実行手法としての経営戦術に基づく経営を確実に実行すること
を可能とさせることを目的としたマニュアルに基づく経営（マニュアル経営）が重視されてい
たが，最近では，ただ単に既定のマニュアルをトレースするのではなく，熟練度の高い労働者
が未熟練者に対して口伝や手ほどきを以て熟練度が求められる高度技術を継承させる工夫が生
産現場で見られるようになってきている。こうした事例は，マニュアル上の教授事項だけを忠
実に伝えるのではなく，適時，調整工夫を取り込むことで，新たな技術の育成や未熟練者への
動機づけの増幅を可能としている。そして，こうした事例が遺伝子の解読培養組み換え，
継承という企業遺伝子経営のおける一連の重要過程をより優性化させるとともに，特に個人の
革新因子への作用を可能とすることで，組織遺伝子としての革新因子の増幅，さらには企業遺
伝子の革新因子の増幅強化への連繋を可能とするのである。
　経済および経営環境における歴史的転換点への対峙を余儀なくされる現代において，閉塞化
への圧力を止めることが困難となってきているなかで，もはや経済主体としての企業に課せら
れるのは経営そのものにおける革新であり，その一つが企業遺伝子経営への取り組みと考える。
日本企業の優秀性を回顧する流れにあって，研究開発能力，生産能力や労働者としての日本人
が保有する質的優秀性のみの見直しだけではなく，それらいずれもの基盤たる遺伝子の優性に
対する見直しがいま求められる。
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